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「
食
べ
る
こ
と
」は「
生
き
る
こ
と
」。ヒ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
動
物
は
、

生
き
る
た
め
に
食
べ
も
の
を
摂
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
犬
の
食
事
の
内
容
や
量
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
は
、

犬
種
や
体
格
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、運
動
量
、

健
康
状
態
、生
活
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。

愛
犬
の
健
康
の
た
め
に
、理
想
的
な
食
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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愛犬の
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[特集 ] 必

見



主な含有食品 主な働き 摂取不足／過剰摂取

タンパク質

カラダをつくる

＋

エネルギー源

肉、魚、卵や乳製品などに多く含まれる。

体内に取り込まれたタンパク質は、一度ア

ミノ酸に分解されてから再度タンパク質に

合成されて体組織をつくるのに使われる。

被毛、爪、筋肉、骨、腱、血液、酵素など、

体組織の多くはタンパク質でできており、

タンパク質なしでは生命を維持できない。

とくに体内で作られない必須アミノ酸は必

ず食事から摂る必要がある。

【不足】食欲不振や成長不良などさ

まざまな健康障害に関与する。

【過剰】肥満をはじめ肝臓や腎臓疾

患、尿石症などの原因になることが

ある。

炭水化物

エネルギー源

＋

腸管の健康管理

米や麦などの穀類、イモ類に多く含まれる。

炭水化物は糖質と繊維質からなり、糖質は

エネルギー源に、繊維質は腸管の健康を保

つ働きがある。

【不足】糖質の不足は子犬では低血

糖などの原因に、繊維質の不足は便

秘や腸内環境の乱れの原因となる。

【過剰】糖質の過多は肥満の原因に、

繊維質の過多は軟便、下痢、栄養吸

収阻害などを引き起こす。

脂肪

カラダを守る

＋

エネルギー源

植物油、動物の脂肪などに多く含まれる。

脂質は効率のよいエネルギー源で、生理作

用を円滑にするという働きがある。とくに

植物油や魚油に多く含まれるリノール酸、

α -リノレン酸などの、必須脂肪酸は体内で

は合成されないため、食事から摂ることが

大切。

【不足】体の機能が乱れやすくなり、

被毛や皮膚にトラブルが起きたり、

成長が阻害されたりする。

【過剰】肥満を招き、膵臓や心臓に

悪影響を与えることもある。

ビタミン類

生理機能

の調整

ビタミンには水に溶ける性質の水溶性ビタ

ミン（ビタミン B群、C）と、油脂に溶ける

性質の脂溶性ビタミン（ビタミン A、D、E、

K）がある。ビタミンは食べ物が体内でエネ

ルギーに変わるのを助ける働きがある。

【不足】食欲不振、皮膚疾患や免疫

力低下など。

【過剰】とくに気をつけたいのはレ

バーに多く含まれるビタミンＡやＤ

の摂りすぎ。中毒症状を起こす。

ミネラル類

生理機能

のサポート

ミネラルは微量で、ビタミンと一緒に体内

で生じるさまざまな化学反応をサポートす

る働きがあり、骨や歯の構成成分になった

り、神経の伝達係として働いたりもする。

【不足】食欲不振、筋力低下や貧血

など。

【過剰】骨の疾患をはじめ腎臓疾患

や尿石症などの原因になる。

水

生命維持

水は血液や体液の成分で、カラダの 60 ～

70 パーセントを占めている。また、水は生

命を維持するためのさまざまな化学反応を

サポートしており、水分が 10 パーセント失

われると命取りになることもある。そのた

め、常に新鮮な水を飲めるようにしておく

ことが大切。

ミネラルウォーターには硬水と軟水

があるが、硬水はカルシウムやマグ

ネシウムなどのミネラル成分が多

く、尿石症を起こすことがあるため、

常用水には適さない。

ヒトと犬の消化吸収のシステムはここが違う

歯の形

消化酵素

腸の長さ

Mg

Zn

Fe Ca

P
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生
き
る
た
め
に
は
、

６
つ
の
栄
養
素
が
必
要

　

ヒ
ト
も
犬
も
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は

基
本
的
に「
タ
ン
パ
ク
質
」「
炭
水
化
物
」「
脂

質
」「
ビ
タ
ミ
ン
」「
ミ
ネ
ラ
ル
」「
水
」の

６
つ
の
栄
養
素
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
栄
養
素
の
中
で
も
、
タ
ン
パ

ク
質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
の
３
つ
は
生
命

維
持
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
三
大

栄
養
素
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
１
ｇ
の

タ
ン
パ
ク
質
と
炭
水
化
物
は
４
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
脂
質
は
９
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
に
供
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
大
栄

養
素
が
体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
交
換
さ
れ

る
の
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
働
き
が
あ
り
、
三

大
栄
養
素
の
摂
取
量
に
よ
っ
て
、
そ
の
必

要
量
は
異
な
り
ま
す
。

ヒ
ト
と
犬
で
は
、

消
化
吸
収
の
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る

　

こ
の
三
大
栄
養
素
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
体
内
に
取
り
込
む
た
め
の
消
化
吸
収

の
仕
組
み
は
、
ヒ
ト
と
犬
で
は
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

第
一
の
違
い
は「
歯
」で
す
。
ヒ
ト
は

す
り
つ
ぶ
す
形
状
の
歯
が
多
い
の
に
比
べ
、

犬
は
切
り
裂
く
た
め
の
と
が
っ
た
歯
が
多

い
の
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
の
ど

を
通
る
大
き
さ
の
食
べ
物
を
飲
み
込
む
」

と
い
う
食
性（
※
１
）を
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
違
い
は「
消
化
酵
素
」で
す
。

消
化
酵
素
と
は
、
食
べ
物
を
分
解
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
と
き
に
使
わ
れ
る
も

の
で
、
大
き
く
炭
水
化
物
分
解
酵
素
、
タ

ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
、
脂
質
分
解
酵
素
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
食
べ
物
を
歯
で
す
り
つ

ぶ
し
て
か
ら
体
内
に
摂
り
込
む
ヒ
ト
の
場

合
、
唾
液
中
に
炭
水
化
物
分
解
酵
素(

α-

ア
ミ
ラ
ー
ゼ)

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
犬

愛
犬
に
必
要
な
栄
養
素
と
は

ヒ
ト
も
犬
も
、
食
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
て
生
命
を
維

持
し
て
い
ま
す
が
、消
化
吸
収
の
シ
ス
テ
ム
は
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ヒ
ト
と
犬
と
で
は
必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も

異
な
り
ま
す
。

※ 1　ヒトは雑食性、犬は肉食に近い雑食性。

の
唾
液
に
は
そ
の
酵
素
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
食
性
が
違
う
た
め
、
消
化
酵
素
も

違
う
の
で
す
。

　

第
三
の
違
い
は「
腸
の
長
さ
」で
す
。

栄
養
素
や
水
分
は
腸
か
ら
体
内
に
吸
収
さ

れ
ま
す
が
、
犬
の
腸
は
体
長
比
に
対
し
て

ヒ
ト
の
腸
よ
り
も
短
い
た
め
、
ヒ
ト
が
食

べ
る
よ
う
な
も
の
、
た
と
え
ば
食
物
繊
維

が
豊
富
な
も
の
を
多
め
に
食
べ
る
と
、
栄

養
素
が
十
分
に
消
化
吸
収
さ
れ
な
い
ま

ま
、
軟
便
や
下
痢
と
な
っ
て
排
泄
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

ヒ
ト
と
犬
で
は
、

最
適
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
異
な
る

　

こ
の
よ
う
に
ヒ
ト
と
犬
で
は
カ
ラ
ダ
の

仕
組
み
が
異
な
る
た
め
、
食
事
の
内
容
も

別
々
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ヒ
ト
の
場
合
は
炭
水
化
物
を
中
心
に
栄

養
構
成
を
組
み
ま
す
が
、
犬
の
場
合
は
タ

ン
パ
ク
質
を
中
心
と
し
、
そ
の
要
求
の
違

い
に
よ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
必

要
量
も
違
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ヒ
ト
の
食
事
と
同
じ
感
覚

で
犬
の
食
事
を
考
え
る
と
、
栄
養
に
過
不

足
が
生
じ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

愛
犬
ご
は
ん
の
栄
養
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
、
基
本
を
学
ぶ

６つの栄養素はどんな働きをしているのか『知っておきたい基礎知識』
栄養素はどのような働きをし、その過不足が愛犬にどのような影響を与えるのか、きちんと理解して愛犬の健康維持に役立てましょう。



表1　安静時エネルギー要求量(RER（kcal）)早見表

体重kg kcal 体重kg kcal 体重kg kcal 体重kg kcal 体重kg kcal

1 70 11 423 21 687 31 920 41 1134

2 118 12 451 22 711 32 942 42 1155

3 160 13 479 23 735 33 964 43 1175

4 198 14 507 24 759 34 986 44 1196

5 234 15 534 25 783 35 1007 45 1216

6 268 16 560 26 806 36 1029 46 1236

7 301 17 586 27 829 37 1050 47 1256

8 333 18 612 28 852 38 1071 48 1277

9 364 19 637 29 875 39 1092 49 1296

10 394 20 662 30 897 40 1113 50 1316

表 2　係数早見表
愛犬の状態 係数の目安

健康な成犬で、1 日に 20 分程度の散歩が 2 回程度あり、あとは室内で自由にしている 1.6
避妊手術や去勢手術をしている（※１） 1.4
少々太り気味 1.2
避妊手術や去勢手術をしておらず、運動量が多い 1.8
生後 4 か月までの小型犬や、生後 5 か月までの大型犬など（※２） 2.5 ～ 3
生後 4 か月以降の小型犬や、生後 5 か月以降の大型犬など（※２） 1.8 ～ 1.6

※１　避妊手術や去勢手術をしている場合は太りやすくなるため、通常の係数（1.6）よりも低い係数に設定する。
※２　成長期の犬の場合、高い摂取エネルギーが求められるため、月齢が小さいほど係数を高く設定する。
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愛
犬
に
最
適
な
1
日
の
食
事
量
を
知
ろ
う

１
日
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
求
め
る

　

１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
そ

の
犬
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ（
成
長
期
や
維

持
期
な
ど
の
段
階
）や
体
格
、
生
活
環
境
、

運
動
強
度
、健
康
状
態
、季
節
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
求
め
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、「
安
静
時
エ

ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
」（RER(

※)

）に
、
運

動
強
度
や
生
活
環
境
、
健
康
状
態
を
数
値

で
表
し
た「
係
数
」を
掛
け
た「
１
日
当
た

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
」 (DER(

※))

を

求
め
ま
す
。

　

１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
適
正
体
重
を
維
持
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
求
め
方

※
左
ペ
ー
ジ
の
計
算
シ
ー
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❶
ま
ず
愛
犬
の
体
重
を
量
り
ま
す
。

❷
表
１
よ
り
、
愛
犬
の「
安
静
時
エ
ネ
ル

ギ
ー
要
求
量
」を
求
め
ま
す
。
…
Ａ

❸
表
２
よ
り
、
愛
犬
の
状
態
を
あ
ら
わ
す

「
係
数
」を
決
め
ま
す
。
…
Ｂ

❹
Ａ
と
Ｂ
か
ら
愛
犬
の「
１
日
当
た
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
」を
求
め
ま
す
。…
Ｃ

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
１
日
の

給
与
量
を
求
め
る

　

次
に
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
給
与
量
を
計

算
し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
は
製
品
ご
と
に
栄
養
構

成
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
異
な
る
た
め
、
た

と
え
ば
製
品
Ａ
と
製
品
Ｂ
と
で
は
見
た
目

が
同
じ
で
も
、
栄
養
構
成
や
カ
ロ
リ
ー
が

異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
製
品
ご
と
に

与
え
る
分
量
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、

「
Ｍ
Ｅ（
代
謝
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）＝
○
○

ｋ
ｃ
ａ
ｌ
／
１
０
０
ｇ
」と
い
っ
た
表
示

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
数
字
を
も
と
に

給
与
量
を
算
出
し
ま
す（
計
算
シ
ー
ト
の

❺
❻
❼
）。

■
な
お
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
給
与
ラ
ベ
ル

表
示
に
は
体
重
別
の
給
与
量
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
般
的
な
条
件
で

1
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
算
出
し

て
い
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
そ
の
給
与
量

が
愛
犬
に
適
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
示
通
り
に
与
え
て
も
、

痩
せ
た
り
太
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
愛
犬
に
適
し
た
給
与
量
を
算
出

し
、必
要
量
の
目
安
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

愛犬の1日に必要なエネルギー量がすぐわかる計算シート

■ 愛犬用のエネルギー要求量を把握しましょう。

❶ 愛犬の体重を量りましょう。 → kg

❷ 愛犬の体重をもとに、安静時エネルギー要求量 (RER) を
表 1 の早見表で決めます。 → A kcal ／日

❸ 愛犬の係数を表 2 の早見表で決めます。 → B

※活動レベル ( 犬種、年齢、季節、その日の散歩、など ) をもとにおよその
係数を決めてください。

❹ 愛犬が１日に必要なエネルギー要求量 (DER) を求めます。

　　安静時エネルギー要求量 A　×　係数 B = C kcal ／日

犬
は
自
分
で
食
事
の
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。
与
え
ら
れ
た
分
だ
け
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
飼
い
主
が
食
事
量
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□便の量が多い

□便が緩い、または下痢

□便が固く、ぽろぽろして

いる

□ 便 の 色 が 黄 色 い、 黒 い、

白いなど

□便が臭い

□被毛の艶が悪い

□どこといって悪いところ

はないが快活さにかける

□常に空腹のようす

□皮膚が弱い

□耳が臭い

※小数点以下、四捨五入して下さい。

まずは体重測定からスタート。

※肥満犬の場合、いきなりダイエッ
トするのは危険が伴う場合があり
ます。必ず獣医師に相談の上、ダ
イエットプログラムにそってエネ
ルギー要求量を求めてください。

※安静時エネルギー要求量
　（RER とは Resting Energy Requirement の略）

適度な温度下で、呼吸、食事、排泄をし
ているが、運動量が殆どない状態にある
ときのエネルギー要求量のこと。

※ DER とは Daily Energy Requirement の略。

■ いつも与えているドッグフードで愛犬に必要な給与量を計算しましょう。

❺ 100g あたりのカロリー ( フードのパッケージに表記されている場合 ) → D kcal

❻ 1 日分の給与総量を求めます。

1 日に必要なエネルギー要求量 C ÷ 100g あたりのエネルギー量 D × 100 = E g ／日

❼ 1 日 2 回に分けて与える際の 1 回分量を求めます。

1 日分の給与総量 E ÷ 2 = F g ／回

　

　

愛
犬
に
適
し
た
食
事
か
ど
う
か
を
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法

　

与
え
て
い
る
食
事
が
愛
犬
に
適
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
と
き
は
、「
糞
便
」

の
状
態
が
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
。

食
べ
物
の
栄
養
分
が
体
内
で
消
化
吸
収
さ

れ
て
残
っ
た
も
の
が
糞
便
で
す
か
ら
、
消

化
吸
収
が
よ
け
れ
ば
、
糞
便
は
ほ
ど
よ
い

固
さ
で
量
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
の
食
べ
物
で
栄
養
が
十
分
に

足
り
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
被
毛
の
状
態

や
元
気
度
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
か
ら
、
合
わ

せ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
続
い
て
い

る
場
合
は
、
食
べ
物
を
う
ま
く
消
化
吸
収

で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
新

し
い
フ
ー
ド
に
変
更
し
た
ら
、
問
題
が
な

い
限
り
、
３
か
月
程
度
は
様
子
を
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

よく運動をする犬と、そ
うでない犬とでは一日の
食事量も違う。



ペットフード安全法
　ペットフードの安全性の確保を図るため、平成 21 年 6 月 1日
から、「愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律」（ペット
フード安全法）が施行されました。法律の対象となるのは犬及び
猫用のペットフードです。
　これにより、ペットの健康に悪影響を及ぼすペットフードの製
造、輸入又は販売は禁止されます。消費者に対して適切かつ十分
な情報を提供するために製造業者名や賞味期限などの表示が義務

■成犬用総合栄養食
■内容量：3kg
■与え方：成犬体重1kgあたり1日〇〇gを
目安として、1日の給与量を2回以上に分け
て与えてください。
■成分：粗たん白質18％以上、粗脂肪5％以上、
粗繊維5％以下、粗灰分8％以下、水分
12％以下、エネルギー300kcal／ 100g

■原材料名：穀類 (とうもろこし、小麦 )、肉
類 (ビーフ、チキン )、野菜類 (かぼちゃ、
にんじん )、ミネラル類 (P、Ca)、ビタミン
類 (A、B、C)、酸化防止剤 (ミックストコフェ
ロール )
■原産国名：日本
■製造業者：ABCペットフード株式会社
〒100-0000　東京都〇〇〇区〇〇町1-2-3
■賞味期限：袋の底に年月で印字 (最初の4
ケタが西暦年、次の2ケタが月 )

「ペットフード安全法」
に基づく表示

①名称
犬用か猫用かわかるよう
に表示

②賞味期限
栄養価や風味を保証でき
る期限を表示
③原材料名
添加物も含め使用してい
る原材料をすべて表示
④原産国名
製造された国名を表示
⑤事業者名・住所
事業者の種別と名称、住
所を表示

「ペットフード安全法」
以外の表示

用途、与え方、内容量、
成分の項目も「ペット
フードの表示に関する公
正競争規約」により表示
されています。

付けられます。また、国は国内に流通するペットフードを監視し、
問題が起きた時はその廃棄、回収を事業者に対して命令すること
ができます。
●ペットフード安全法に関する詳しい内容については、
　環境省のホームページ
　http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/petfood/index.html
　にてご確認ください。

ライフステージの目安

犬の大きさ 成長期 維持期 高齢期

小型（8kg以下） 8～12 か月 ～7歳齢～

中型（8～25kg） 12～18か月 ～ 6歳齢～

大型（25kg以上） 12～24か月 ～５歳齢～

(注 ) 本会による犬種のサイズ区分ではなく、ペットフード
給与量設計上の区分例です。

※環境省発行「知って納得 !　ペットフードの表示」パンフレットより作成

は動物性タンパク質

ペットフードに使用されている原材料の名称例

栄養素 ペットフードラベルの記載名称

タンパク質 牛肉、乾燥酵母、チキンミール、チキ
ンレバーミール、鶏副産物粉、鶏肉、
鶏副産物、コーングルテンミール、乾
燥卵、魚、フィッシュミール、ラム肉、
ラムミール、肉副産物粉、家禽類、家
禽類ミール、大豆、大豆ミールなど

炭水化物 米粉、玄米、トウモロコシ粉、発酵用
米、グレインソルガム、オオムギ、ポテ
ト、タピオカ、小麦粉　など

脂肪 動物性脂肪（鶏脂、牛脂、家禽類脂肪、
魚油など）、植物性脂肪（大豆油、ひ
まわり油、コーン油、亜麻仁油、植物
油など）
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必
ず
役
立
つ
、

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
適
切
な
選
び
方

　

数
あ
る
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
中
か
ら「
こ

れ
が
一
番
で
す
」と
い
う
商
品
は
は
っ
き

り
い
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

犬
に
は「
個
体
差
」が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

あ
る
犬
に
は
適
し
て
い
て
も
、
別
の
犬

の
身
体
に
は
合
わ
な
い
と
い
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

最
適
な
フ
ー
ド
を
選
ぶ
コ
ツ
は
、「
食

べ
た
結
果
」、
つ
ま
り
、
健
康
状
態
と
便

の
状
態
を
観
察
し
て
判
断
を
す
る
こ
と
で

す
。
愛
犬
に
合
っ
て
い
な
い
場
合
、
被
毛

の
状
態
や
元
気
度
、
便
の
状
態
に
変
化
が

現
れ
ま
す（
6
ペ
ー
ジ
の
カ
コ
ミ
参
照
）。

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
選
ぶ
と
き
の

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
購
入
す
る
際
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
示
か
ら
、
以
下
の
ポ
イ

ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
こ
と

　
愛
犬
の
年
齢
、
日
頃
の
運
動
量
な
ど
に
適

合
し
た
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
は「
成
長
期
、
維
持
期
、
高

齢
期
」の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
分
類
さ
れ
、

さ
ら
に「
減
量
用
」「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
用
」

な
ど
、必
要
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
よ
っ

て
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

②「
総
合
栄
養
食
」で
あ
り
、

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
安
全
法
や
、

Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ（
米
国
飼
料
検
査
官
協
会
）

の
栄
養
基
準
を
み
た
し
て
い
る
こ
と

愛
犬
に
ぴ
っ
た
り
の
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
と
は

主
食
と
し
て
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
与
え
て
い
て
も
、
愛
犬
に

は
ど
の
フ
ー
ド
が
適
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
こ
こ
で
、
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

主
食
と
し
て
与
え
る
フ
ー
ド
は
必
ず

「
総
合
栄
養
食
」と
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。「
総
合
栄
養
食
」と
い

う
の
は
、
犬
が
水
と
そ
の
食
事
だ
け
で
健

康
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
ド
ッ

グ
フ
ー
ド
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

総
合
栄
養
食
の
表
示
が
な
い「
一
般
食
」

で
は
、
犬
に
必
要
な
栄
養
を
す
べ
て
摂
取

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
原
材
料
表
示
が
明
確
で
あ
る
こ
と

　

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
原
材
料
は
、
三
大
栄

養
素
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
源
、
炭
水
化
物

源
、
脂
肪
源
が
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
フ
ー

ド
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
原
材
料
は「
重
さ
」順
に
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
食
材
を
複
数
の

名
称
に
分
割
し
て
表
示
し
、
実
際
の
含
有

量
よ
り
も
少
な
く
見
せ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
原
材
料
を
三
大
栄
養
素
に
分
類
し
、

動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
が
最
も
多
い
も
の
を

選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※ AAFCO（米国飼料検査官協会）
ペットフードの栄養基準の目安を示す機関。AAFCO の基準を満たしているペットフードには、「AAFCO」の基準に適合してい
ることを証明する記載があります。栄養基準だけではなく「給与基準」を満たしているほうが好ましいと考えられます。

④
代
謝
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

　

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

ド
ラ
イ
フ
ー
ド
で
あ
れ
ば
代
謝
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
般
的
に
１
０
０
ｇ
あ
た

り
３
５
０
～
４
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
あ
る
も
の

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
給
与

量
は
各
メ
ー
カ
ー
の
考
え
る
係
数
に
基
づ

い
て
体
重
毎
に
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
適
正
体
重
と
健
康
状
態
を
維
持

管
理
す
る
に
は
、
各
個
体
毎
に
必
要
量
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑤
添
加
物

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、「
無
添
加
＝
良

い
フ
ー
ド
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
添
加
物
の
な
い
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
は
、
保
存
期
間
や
保
存
状
態
を
考
え
た

場
合
に
む
し
ろ
心
配
で
す
。
そ
れ
よ
り
も

ど
ん
な
添
加
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か

を
き
ち
ん
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
良

い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
安
全
性
の
高
い
添
加
物
を
使
用

し
た
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
は
、
必
然
的
に
コ
ス

ト
が
高
く
な
り
、
保
存
期
間
も
短
く
な
り

ま
す
。
安
全
性
の
高
い
酸
化
防
止
剤
の
例

と
し
て
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、ト
コ
フ
ェ
ロ
ー

ル（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
）、
植
物
由
来
抽
出
物

（
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
抽
出
物
）な
ど
が
あ
り
ま

す
。★

こ
こ
に
も
注
意
！

●「
店
頭
で
の
保
存
状
態
」

　
店
頭
で
の
商
品
の
管
理
方
法
も
大
き
く

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
質
を
左
右
し
ま
す
。

換
気
、
温
度
、
湿
度
、
配
置
な
ど
に
注

意
し
な
け
れ
ば
商
品
は
劣
化
し
ま
す
。

●
保
存
方
法

　
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
開
封
後
は
、
す
ぐ
に
酸

化
が
始
ま
り
、
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て

栄
養
の
状
態
も
劣
化
し
ま
す
。
空
気
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
口
を
閉

じ
、
高
温
多
湿
な
場
所
を
避
け
て
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
色

　
犬
の
食
事
選
び
の
基
準
は「
嗅
覚
」で
あ

り
、「
視
覚
」に
よ
る
色
の
識
別
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
不
自
然

な
色
は
、
飼
い
主
の
購
買
意
欲
を
促
進

す
る
た
め
に
添
加
さ
れ
て
い
る
着
色
料

に
よ
る
も
の
で
す
。

<表示例 >
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愛
犬
の
た
め
の
手
作
り
ご
は
ん

手
作
り
ご
は
ん
の

メ
リ
ッ
ト
と
注
意
点

　
手
作
り
食
は
、
正
し
い
知
識
に
基
づ
い

て
作
れ
ば
何
を
食
べ
さ
せ
た
の
か
が
わ
か

り
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
よ
り
も
「
食
事
と
体

調
の
関
係
」
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
愛
犬
の
体
調
に
合
わ
せ

て
食
事
内
容
を
変
更
し
た
り
、
量
を
調
整

し
た
り
と
い
っ
た
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
手
作
り
食
を
作
る
に

は
知
識
が
必
要
で
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
よ
り

も
手
間
・
時
間
・
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す

し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
食
事
で
逆
に

健
康
を
害
す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
よ

おなかサポートスプレッド　約 60kcal

ベーシックごはん　　約180kcal

ライスでケーキ　約180kcal

パンプキンビスケット　1枚約 15kcal

愛
犬
の
た
め
の
手
作
り
食
は
関
心
が
高
い
と
こ
ろ
で
す
。

手
作
り
食
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

上
手
に
手
作
り
ご
は
ん
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

成
犬
の
た
め
の
食
事

く
あ
る
の
は
、
愛
犬
の
好
き
な
食
材
を
多

め
に
入
れ
た
食
事
を
長
期
間
続
け
た
結

果
、
肥
満
や
肝
臓
障
害
を
起
こ
し
て
し
ま

う
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。

手
作
り
ご
は
ん
を

上
手
に
生
活
に
取
り
入
れ
る

　
食
事
は
命
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
り
、
一

生
食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
手
作
り
食
が
よ
さ
そ
う
だ
か
ら
と
始

め
て
み
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
ま
た
も
と
の

食
事
に
戻
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

し
た
食
事
内
容
や
種
類
の
た
び
重
な
る
変

更
は
、
愛
犬
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
飼
い
主
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の

時
間
や
手
間
、
費
用
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
無
理

な
く
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
考

え
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

手
作
り
お
や
つ
や
特
別
な
日
の
食
事
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う

手作りジャーキー　約 60kcal パワーアップトマト　1個約 7kcal

＜材料＞ごはん 60g、鶏むね肉（生、
皮なし）40g、鶏むね皮（生）２g、
サ ツ マ イ モ 20g、 キ ャ ベ ツ（ 生 ）
10g、焼きのり（味なし）1/8 枚
＜作り方＞
①鶏むね肉と皮は熱湯でさっと湯
がいてから、少量の水で中に火が
通るまで蒸し煮にする。
②キャベツは熱湯でさっとゆでて
から水で洗い、サツマイモは柔ら
かくなるまでゆでる。
③①、②の材料をみじん切りにし、

＜材料（6 個分）＞ミニトマト 3 個、
カッテージチーズ 大さじ１、豚もも
肉赤身（生）10g、飾り用きゅうり 少々
＜作り方＞
①豚もも肉は中に十分火が通るま
でゆでてから細かく刻む。
②ミニトマトは水で洗い、へたを
とってからそれぞれ半分に切る。
③カッテージチーズに①をまぜて
6 等分し、②の切り口につける。

ト
ッ
ピ
ン
グ

＜材料＞じゃがいも ( 生 ) 50g、鶏レ
バー（生）10g、プレーンヨーグルト 
大さじ１、飾り用ゆでレバー 少々
＜作り方＞
①じゃがいもは皮と芽を取り除き、
柔らかくなるまでゆでる。
②レバーは灰汁を取りながらしっ
かりゆでる。
③①、②とヨーグルトをハンドミ
キサーなどで撹拌する。器に盛り
つけ、飾りのレバーを乗せる。

＜材料＞鶏ささみ 1 本 60g
＜作り方＞
①ささみは、表面が白くなる程度に
さっと熱湯に通してから、好みの大き
さに切り分ける。
②クッキングシートを敷いた天板に①
を並べる。
③ 140℃に予熱したオーブンで片面 30
分、裏返してさらに 10 分焼く。

＜材料（12 本分）＞かぼちゃ（皮付き）
30g、薄力粉　大さじ３、無塩バター 10g
＜作り方＞
①かぼちゃは種を取り除き、皮を
よく水洗いしてから 2mm の厚さ
にスライスし、さらに細かく刻ん
でおく。
②器に薄力粉と無塩バターを入れ、
バターを指先で薄力粉にすりこむ
ようになじませたら①を加え、少
量の水を加えながらひと塊にする。
③②をラップで包み冷蔵庫で 20 分

＜材料＞ごはん 60g、鶏むね肉（生、皮な
し）30g、ゆで卵 1/3 個、ブロッコリー（生）
15g、ミニトマト 1 個、飾り用の焼きのり・
カテージチーズ　各少々
＜作り方＞
①鶏むね肉の 1/2 をゆでてみじん切り
にする。残りの 1/2 を包丁でたたいて
ミンチ状にし、犬の形に整えて少量の
水で蒸しゆでにする。
②ブロッコリーはさっとゆでてみじん
切りにする。ミニトマトは種を取り除
き、飾り分をとっておき、残りはみじ
ん切りにする。

お
や
つ

特
別
な
日
に

ト
ッ
ピ
ン
グ

お
や
つ

≪ワンポイント≫
プレーンヨーグルトは毎日少しず
つ与えるとおなかの調子が整いま
す。また、レバーは犬の大好物な
ので多く与えがちですが、このよ
うにじゃがいもなどの繊維を含ん
だでんぷんと混ぜることで与えす
ぎを防ぐことができます。

休ませる。
④③をクッキングシートの上で 12
㎝× 10㎝程度に伸ばし、包丁で
12 等分に切り分ける。
⑤ 200℃に予熱したオーブンで 15
～ 20 分焼く。
≪ワンポイント≫
かぼちゃは低カロリーで食物繊維
も豊富なので、腹持ちの良いおやつ
になります。栄養的にもβカロテ
ンやビタミン E といった細胞のさ
びを取り除く成分が入っています。

≪ワンポイント≫
ジャーキーは犬の大好きなおやつのひ
とつ。簡単に作れるので、同じ要領で
まぐろや砂肝にも挑戦してみましょ
う。また、調理時間を変えれば硬さを
調節でき、愛犬の好みに合わせること
ができます。

③ゆで卵は白身と黄身を別々に細かくする。
④ごはんに肉、②、③をまぜる。
⑤ラップをしいた容器に、黄身、白身、
④のごはんの順に重ねスプーンなどで
しっかりと押し、ラップをはずして飾
り付けをする。
≪ワンポイント≫
イベントがあるといつも食べていない
ものをあげたくなりますが、それでお
なかを壊す犬もいます。できるだけ食
べ慣れている食材を利用して、見た目
を可愛く工夫してイベントを盛り上げ
ましょう。

細かくちぎったのりとごはんを加
えよく混ぜる。
≪ワンポイント≫
たまに作る手作りごはんは、身近
にある食材でかつ消化に良く、愛
犬が食べ慣れた食材で作るのがポ
イントです。焼きのりは少量で手
作りごはんに不足しがちな「亜鉛」
を補ってくれます。
●手作り食を継続する場合は、そ
の他の栄養素バランスを整える食
事の組み合わせが必要になります。

④③に飾り用きゅうりをのせる。
≪ワンポイント≫
野菜は低カロリーなおやつになり
ますが、タンパク質と組み合わせ
ることでそこに含まれる栄養の吸
収率もアップします。このままお
やつとしてあげても、細かく刻ん
でフードに混ぜてもよい、簡単で
便利な一品です。

●トッピングやおやつは 1 日に必要なエネルギー
量の 10% 以内におさめると、全体の栄養バラン
スを崩すリスクを避けられます。
●レシピは成犬で中程度の運動量がある体重
5kg の犬を想定しています。

今
回
は
、
主
食
は
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
ま
ま
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
で
き
る
手
作
り
ご
は
ん
や
、
体
調
が
よ
く
な
い
と
き

に
栄
養
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



高齢犬の給餌方法の一例

鼻の近くにフードをもっていくと気づいて食べるこ
とができる

匂いを強く感じるようにふやかす、
またはひと肌程度に温める

一度に必要量を食べられない場合は、
小分けにして食事回数を増やす

水分は、給水ボウルの他にも手作りスープや果物の
おやつなどで補うようにする

食事時間は規則正しくし、十分に
睡眠をとらせる
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成
長
期
は
カ
ラ
ダ
を
維
持
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
成
長
す
る
た
め
に
多
く
の
栄
養

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
カ

ラ
ダ
は
ま
だ
小
さ
く
、
消
化
機
能
も
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
量
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
少
量
で
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
栄
養
が
摂
れ
る
成
長
期
用
の
ド
ラ

イ
フ
ー
ド
の
ほ
う
が
理
に
か
な
っ
て
い
ま

す
。
手
作
り
食
は
水
分
を
多
く
含
む
た

め
、
水
分
量
が
６
～
10
パ
ー
セ
ン
ト
し
か

含
ま
な
い
ド
ラ
イ
フ
ー
ド
と
比
較
す
る

と
、
量
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

栄
養
面
で
も
同
様
に
、
こ
の
時
期
に

し
っ
か
り
と
し
た
骨
格
と
筋
肉
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
手
作
り
食
で

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
の
割
合
や
そ
の

他
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ほ
ど
経
験
の
あ

る
指
導
者
が
そ
ば
に
つ
い
て
い
な
い
限
り
、

不
安
要
素
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

成
長
期
は
高
品
質
の
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を

与
え
て
健
康
な
体
の
基
礎
を
作
り
、
成
犬

に
な
っ
て
か
ら
徐
々
に
手
作
り
食
を
併
用

す
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

妊
娠
期
は
、
そ
れ
ま
で
手
作
り
食
を
食

べ
て
い
る
犬
な
ら
、
食
事
回
数
を
増
や

し
、
栄
養
構
成
を
変
え
る
こ
と
で
対
応
で

き
ま
す
が
、
ず
っ
と
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
食

べ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
続
け
る
ほ

う
が
賢
明
で
す
。

高
齢
期
の
変
化
を

い
ち
早
く
知
ろ
う

　

高
齢
期
は
一
般
的
に
7
歳
前
後
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
犬
の
サ
イ
ズ
や
こ
れ

ま
で
の
食
生
活
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
の
想
定
さ
れ
る
寿
命
の
75
％

く
ら
い
に
達
し
た
ら
高
齢
期
と
い
う
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
16
歳
が
寿
命
だ
と
す
れ

ば
12
歳
頃
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

老
化
の
速
度
は
、
個
体
差
、
食
事
や
生
活

環
境
な
ど
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
も
っ
と
早
い
時

期
に
高
齢
期
の
兆
候
を
示
し
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
見
た
目
や
諸
機
能
に

加
齢
に
伴
う
変
化
が
少
し
ず
つ
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
次
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
た

ら
、
高
齢
期
に
ふ
さ
わ
し
い
食
事
を
用
意

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

筋
肉
量
の
低
下
に

配
慮
し
よ
う

　

ど
ん
な
犬
で
も
高
齢
に
な
る
と
全
身
の

筋
肉
量
が
減
少
し
ま
す
。
消
化
器
官
も
す

べ
て
筋
肉
運
動
を
す
る
た
め
、
筋
肉
量
の

減
少
は
消
化
吸
収
能
力
に
も
影
響
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
便
秘
を

し
や
す
く
な
る
と
い
う
の
も
そ
の
あ
ら
わ

れ
で
す
。

　

さ
ら
に
活
動
量
が
減
り
、
寝
て
い
る
時

間
が
長
く
な
る
た
め
基
礎
代
謝
も
低
下
し

ま
す
。
そ
の
た
め
一
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

高
齢
期
の
食
事
で
気
を
つ
け
た
い
の

は
、
体
重
を
管
理
し
な
が
ら
筋
肉
量
を
維

持
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
筋
肉
は
タ
ン

パ
ク
質
で
で
き
て
い
る
た
め
、
必
要
な
タ

ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
を
減
ら
す
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
期
に
適
し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
、

タ
ン
パ
ク
質
と
脂
肪
を
成
犬
時
よ
り
多
少

低
く
設
定
し
ま
す
が
、
そ
の
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
炭
水
化
物
を
増
や
す
こ
と
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
糖
質

の
過
剰
摂
取
は
皮
下
脂
肪
を
増
や
す
結
果

と
な
る
た
め
、
高
齢
犬
用
の
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
は
繊
維
質
を
増
や
す
こ
と
で
、
余
分
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
便
中
に
排
泄
す
る
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
ま
す(

５
ペ
ー
ジ
参
照)

。

手
作
り
食
で
は

こ
ん
な
工
夫
が
効
果
的

　

手
作
り
食
で
は
、
消
化
吸
収
の
よ
い
食

事
に
す
る
た
め
、
炭
水
化
物
の
調
理
に
工

夫
を
し
ま
す
。
犬
の
唾
液
に
は
炭
水
化
物

を
消
化
す
る
た
め
の
酵
素
が
含
ま
れ
て
い

な
い
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
た
め
、
基
本
的

に
消
化
は
苦
手
で
す
。
そ
こ
で
胃
腸
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
調
理
し
て
消
化
し

や
す
く
し
て
か
ら
ほ
か
の
食
材
と
混
ぜ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
「
ご
は
ん
」
を
「
お
か

ゆ
」
に
代
え
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

　

併
せ
て
、
食
べ
物
を
送
り
出
す
ぜ
ん
動

運
動
が
弱
く
な
っ
て
い
る
腸
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
繊
維
質
の
量
を
増
や
し
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
嗅
覚
も
低
下
す

る
た
め
、
食
事
を
出
さ
れ
て
も
気
が
つ
か

な
か
っ
た
り
、
食
欲
が
わ
か
な
か
っ
た
り

　

あ
る
特
定
の
病
気
を
食
事
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
「
療
法
食
」
で
す
。
栄
養
を
調

整
し
て
い
る
た
め
、
嗜
好
性
は
落
ち
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
こ
に
む
や
み
に

食
べ
物
を
足
し
た
り
す
る
と
療
法
食
の
意

味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

療
法
食
を
食
べ
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
や
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

簡単手作りソーセージ

＜材料＞鶏ささみ（生）60g、鮭（生、皮なし）
30g、ブロッコリースプラウト　5g
＜作り方＞
①ささみをブロッコリースプラウトと一
緒にフードプロセッサーでミンチにする。
②鮭は流水でよく洗い、フードプロセッ
サーでミンチにする。
③アルミホイルにクッキングシートを重
ね、その上に①を12㎝× 10㎝に広げ、さ
らに②の鮭を全体に広げて端から巻き込
む。

高
齢
期
に
は
高
齢
期
用
の
ご
は
ん
で

体
調
を
し
っ
か
り
管
理

④蒸気の上がった蒸し器で10分蒸す。
≪ワンポイント≫
高齢になると運動量が減り、寝ている時
間も長くなるため、食事の摂取量も少な
くなりがちですが、身体を作るタンパク
質や、生理作用に必要な脂肪酸はしっか
りと補いたいものです。鮭も鶏肉も消化
によい良質なタンパク質を含んでいるの
で、ごはんのサポートや、おやつに活用
できます。

直径 2.5cm×10cmのソーセージ
1本分約 100kcal

成
長
期
や
妊
娠
期
は
、
手
作
り
食
よ
り
も

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を

療
法
食
は
専
門
家
に
ま
か
せ
る

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
、
温
め
た
り
、
ぬ
る
ま
湯
で
ふ
や
か

す
な
ど
し
て
匂
い
を
強
く
し
た
り
、
鼻
の

そ
ば
に
食
べ
物
を
近
づ
け
る
工
夫
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
と
、

体
が
弱
る
の
も
早
く
な
り
ま
す
の
で
、

「
食
べ
さ
せ
る
工
夫
」
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
状
況
に
合
わ
せ
、

手
作
り
食
と
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
上
手
に
使
い
分
け
る

●
毛
並
み
が
悪
く
な
っ
た
り
薄
く
な
っ
た
り

し
、
白
髪
も
出
て
き
た

●
寝
て
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
た

●
味
覚
や
嗅
覚
、
視
力
、
聴
覚
が
低
下

●
刺
激
へ
の
反
応
や
認
識
力
が
低
下

●
活
動
量
が
低
下

●
食
事
は
変
わ
ら
な
い
の
に
太
っ
て
き
た

●
便
秘
し
や
す
く
な
っ
た


